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役員改選・就任のご挨拶
第19回通常総代会
機構改革・職員配置
中期経営計画の進捗状況について
営農情報、農産物PR車両
農業資金（アグリマイティー資金）のご案内
遊休資産の売却について
［おしらせ］
　◎新入職員紹介
　◎職員募集

１・２
３

４～６
７
８
９
１０
裏表紙

平成31年度の職員募集を下記により行います。職    員 募    集
■応募資格

■採用予定人員
■職務内容

■応募書類

■試験の種目および
　試験の方法、内容

■採用日
■待遇／勤務地
■募集期間

■事務局
　（応募書類提出先）

次の要件をすべて満たす者とします。
① 高等学校卒業（見込者を含む）以上の方
② 当JA管内近隣地在住で通勤可能な者
若干名　※ 資格取得者優遇（毒物劇物、危険物、ガス等）
当JAの本店・支店・事業所における営業・事務・専門業務担当
※ 採用後、配置転換・職種変更することがあります。
（提出された個人情報は、採用目的以外には使用しません。）
① 自筆履歴書（写真貼付：上半身・脱帽）
② 職歴のある方は職務経歴書（様式は自由）
1次審査　　応募書類による書類選考　　※ 選考後、応募書類は返却しません。
2次審査　　筆記試験（1次審査に合格した者のみ実施します）
　　　　　　試験科目　数理・倫理・常識・その他
　　　　　　　※ 試験日　平成30年10月中旬
3次審査　　面接（2次審査に合格した者のみ実施します）
　　　　　　　※ 面接日　平成30年10月下旬
　　　　　　　※ 提出書類（2次審査に合格した者のみ）
平成31年4月1日予定（採用後最低3ヶ月は試採用期間となります）
本組合規定による／原則として当JA管内の本店・支店・事業所
平成30年8月20日（月）～平成30年9月29日（金）
　　※ 上記応募書類を封筒にて郵送または当JA本店まで持参してください。
　　　（郵送は当日消印有効）
JA阿波みよし　経営管理部総務課　TEL　0883（79）3121
　〒771-2501　徳島県三好郡東みよし町昼間1812番地

新 入 職 員 紹 介
４月より、JA阿波みよしに入った職員を紹介いたします。どうぞ宜しくお願いします！

❶いつも明るく元気

❷組合員の皆様に覚えていただけ

る、信頼される職員になれるよ

うに頑張ります

藤川  真美加  井川支店 金融共済課
ふじかわ まみか

❶自分のアピールポイント　❷これからの抱負

❶明るい笑顔

❷地域の方々に愛される人材にな

りたい

木邨  洋斗  三野支店 金融共済課
きむら ひろと

❶集中力と忍耐力があると思いま

す

❷信頼される職員になりたいです

三宅  りえ  三好支店 金融共済課
みやけ りえ

❶元気

❷仕事を早く覚えて信頼される職

員になれるようにがんばります

酒井  琉生  池田支店 金融共済課
さかい りゅうせい

　先般の西日本豪雨で被災された方々には心からお見舞い申し上げます。
　また、復興にご尽力されている皆様には、安全に留意されご活躍されることをお祈りい
たします。
　一日も早く平穏な生活に戻られることを心からご祈念申し上げます。
　当JAとJA全農徳島県本部では、甚大な被害が出た三好市に対し支援物資として精米1ト
ン（10㎏×100袋）を7月18日に贈りました。 JA阿波みよし 代表理事組合長 大西 常夫

JA全農とくしま　県本部長  　  大西 公宏

ホームページを開設しました　http://www.ja-awamiyoshi.or.jp/
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小
谷  

修
治

代
表
理
事
専
務

　
立
秋
と
は
名
の
み
の
相
変
わ
ら
ず
暑
い
毎
日
で
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、
平
素

は
、Ｊ
Ａ
事
業
に
格
段
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、衷

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て 

私
こ
と

　
こ
の
度
、
六
月
二
十
三
日
開
催
の
通
常
総
代
会
に
お
け
る
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
及
び
引
き
続
き
行
わ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表

理
事
専
務
に
選
任
さ
れ
同
日
付
を
も
っ
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
激
動
期
を
迎
え
て
お
り
、
平
成
二
十
六
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
、
規
制
改
革
実
施
計
画
に
定
め
ら
れ
た
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
の

期
限
ま
で
は
既
に
一
年
を
切
っ
て
い
ま
す
。計
画
で
は
、Ｊ
Ａ
に
は
農
業

の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
農
協
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
、「
農
業
者
の
所
得
増
大
」や「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の

活
性
化
」に
全
力
を
つ
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
経
営
に
お
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
導
入
時
よ

り
、
既
に
低
水
準
と
な
っ
た
信
用
事
業
に
お
け
る
利
鞘
は
限
り
な
く
縮

小
さ
れ
て
お
り
厳
し
い
経
営
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。加
え
て
顕
著
な

人
口
減
少
、高
齢
化
、正
組
合
員
の
減
少
な
ど
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
は
不
変
で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
引
き
続
き
経
営
収

支
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
中
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
経
営
基
盤

を
ど
の
よ
う
に
確
立
す
る
か
、ま
た
、事
業
収
益
力
の
向
上
や
業
務
の
効

率
化
、職
員
の
人
材
確
保
と
育
成
、更
に
は
公
認
会
計
士
監
査
へ
の
移
行

に
伴
う
内
部
統
制
の
整
備
・
運
用
な
ど
、課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

組
合
員
の
皆
様
と
と
も
に
積
極
的
な
自
己
改
革
に
取
り
組
み
、
健
全
な

経
営
に
努
め
て
ま
い
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。も
と
よ
り

浅
学
非
才
の
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、組
合
発
展
の
た
め
、た
ゆ
ま
ず
努
力

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
西  

常
夫

代
表
理
事
組
合
長

　
立
夏
の
候
暑
さ
厳
し
い
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
組
合
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
拝
察
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
平
素
は
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
、
格
別
の
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
三
十
年
六
月
二
十
三
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
第
十
九

回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し
て
、理
事
と
し
て
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、引

き
続
き
行
わ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
代
表
理
事
組
合
長
を
拝
命
さ
れ
ま

し
た
。も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
す
る
と
と
も
に
、役
職
員
一
同
と
と
も
に
、こ
の
厳
し
い
状
況
を
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。歴
代
の
組
合
長
同
様
に
ご
助
力
と
ご

指
導
を
賜
わ
り
ま
す
様
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、Ｊ
Ａ
経
営
に
お
い
て
は
、マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化
に
伴

う
信
用
事
業
収
支
の
悪
化
が
想
定
さ
れ
、
加
え
て
公
認
会
計
士
監
査
の

導
入
に
備
え
た
早
急
な
内
部
統
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
抜

本
的
な
Ｊ
Ａ
経
営
収
支
の
改
善
と
体
制
整
備
を
め
ざ
し
た
Ｊ
Ａ
経
営
基

盤
強
化
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
践
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
徳
島
大
会
に
お
い
て
最
重
点
取
組
事
項
と
し
て
決
議

さ
れ
た「
農
業
者
の
所
得
向
上
・
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
」

の
実
現
を
目
標
に
、Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、小
規
模
農
家
や
中
山
間
地
な
ど

条
件
不
利
地
域
で
の
農
業
経
営
が
多
い
特
性
か
ら
、
農
業
者
の
高
齢
化

や
減
少
に
伴
う
生
産
性
減
退
や
過
疎
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
課

題
は
山
積
し
て
お
り
、
将
来
に
向
け
地
域
営
農
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
農
協
改
革
に
関
す
る
議
論
は

一
時
的
に
鎮
静
化
し
て
い
ま
す
が
、
規
制
改
革
実
施
計
画
で
は
平
成
三

十
一
年
五
月
末
を
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
の
期
限
と
し
て
お
り
、
改

正
農
協
法
附
則
に
基
づ
く
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
は
、
平
成
三
十
三
年
三
月
末
ま
で
の
間
に
組
合
員
の
利
用
状
況

や
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
実
践
状
況
を
調
査
し
、
検
討
を
加
え
て
結
論
を
得

る
と
し
て
お
り
、
今
後
更
な
る
改
革
議
論
が
再
燃
す
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
、
自
己
改
革
の
一
端
と
し
ま
し
て
ま
ず
平

成
三
十
年
四
月
に
統
括
支
店（
三
店
舗
）と
配
下
の
支
店（
四
店
舗
）体
制

と
し
、
経
済
店
舗
に
つ
き
ま
し
て
も
東
部
・
西
部
の
二
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
た
機
構
改
革
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
機
構
改
革
に
伴
う

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
体
制
を
継

続
し
て
い
き
、
更
な
る
改
革
も
視
野
に
お
い
て
実
践
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
再
度
、
原
点
に
も
ど
り
堅
実
な
経
営
法
令
を
遵
守
し

た
事
業
展
開
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。組
合
員
・
利
用
者
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
渉
外
活
動
を
中
心
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
充
実
強
化
を
は
か
り
な
が
ら
健
全
な
経
営
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
あ
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伊
原
　
武

代
表
理
事
常
務

　
晩
夏
の
候
、
残
暑
厳
し
き
折
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
組
合
員
の
皆
様
方

に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

常
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
各
種
事
業
全
般
に
亘
り
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
、幾
重
に
も
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
お
い
て
、代
表
理
事
常
務
に

選
任
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。大
任
を
拝
命
し
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、か
つ
て
経
験
し
た
事
の
な
い
大
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
が
目
指
す「
農
業
者
の
所
得
向
上
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地

域
の
活
性
化
」の
実
現
に
向
け
、創
意
工
夫
を
持
っ
て
全
力
を
挙
げ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
購
買
・
販
売
事
業
の
拠
点
整
備
に
よ
る
機
能
強
化
に
向
け
、
機
構
改

革
に
沿
っ
た
事
業
を
展
開
し
、
営
農
指
導
担
当
・
経
済
渉
外
担
当
他
に

よ
る
農
家
に
出
向
く
体
制
を
構
築
し
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
、
組
合
員
か
ら
永
続
的
に
必
要
と
さ
れ
続
け

ら
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、諸
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、積
極
的
な
自
己
改
革
に
取
り
組
み

経
営
基
盤
を
一
段
と
強
化
し
、
健
全
経
営
に
向
け
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
農
家
・
組
合
員
の
皆
様
方
と
共
に
Ｊ
Ａ
発
展
の
た
め
、
決
意
を
新

た
に
専
心
努
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
一
層
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
　
事
　 

森
浦
　
好
子

理
　
事 

　
尾
山
　
　
實

理
　
事 
　
藤
本
総
一
郎

理
　
事 
　
竹
内
　
孝
明

理
　
事 

　
伊
丹
　
健
吾

理
　
事 

　
森
川
　
峰
成

理
　
事 

　
岡
田
　
秀
剛

理
　
事 

　
小
西
　
文
夫

代
表
監
事
（
員
外
）　
藤
岡
　
　
健

常
勤
監
事 

　
國
安
　
　
治

監
　
事 

　
田
口
　
正
司

監
　
事 

　
糸
田
川
武
男

監
　
事 

　
中
内
　
栄
一

監
　
事 

　
檜
尾
　
良
和

六
月
二
十
三
日
開
催
の
理
事
会
に

お
い
て
、
参
事
を
任
命
い
た
し
ま

し
た
。

参
　
事
　 

松
本
　
浩
典

代
表
理
事
組
合
長
　 

大
西
　
常
夫

副
組
合
長
理
事
　 

大
黒
愼
一
郎

代
表
理
事
専
務
　 

小
谷
　
修
治

代
表
理
事
常
務
　 

伊
原
　
　
武

理
　
事
　 

岸
上
　
　
清

理
　
事 

　
南
　
　
雅
彦

理
　
事 

　
横
関
　
博
美

理
　
事 

　
渡
辺
　
敏
之

理
　
事 

　
山
口
　
幸
範

理
　
事 

　
大
島
　
　
昇

理
　
事 

　
近
藤
　
　
昭

理
　
事 

　
原
田
　
直
夫

理
　
事 

　
川
人
　
　
勝

理
　
事 

　
大
西
　
綾
子

　
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
六
月

二
十
三
日
開
催
の
第
十
九
回
通
常
総

代
会
お
よ
び
理
事
会
・
監
事
会
に
お

い
て
、
新
役
員
が
次
の
と
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。



第19回通常総代会開催　全議案を承認

資産の部

科目 金額

負債及び純資産の部

科目 金額

平成30年3月31日現在（単位：千円）

貸借対照表

科目 金額 科目 金額

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで（単位：千円）

損益計算書

信用事業資産

共済事業資産

経済事業資産

雑 資 産

固 定 資 産

外 部 出 資

　 合 計 　

50,869,586

31,135

227,762

48,903

1,097,960

1,958,412

54,233,761

信 用事 業負債

共済事業負債

経済事業負債

雑 負 債

諸 引 当 金

繰 延税金負債

再評価に係る繰延税金負債

出 資 金

利 益 剰 余 金

処分未済持分

評価・換算差額等

　 合 計 　

51,347,730

346,182

115,141

87,228

156,109

23,769

111,238

469,071

1,241,398

△ 7,281

343,172

54,233,761

事 業 総 利 益

信用事業総利益

共済事業総利益

購買事業総利益

販売事業総利益

製茶事業総利益

農業経営事業総利益

産直事業総利益

指導事業収支差額

事 業 管 理 費

事 業 利 益

793,742

334,012

310,979

125,321

20,099

2,446

0

5,971

△ 5,089

719,355

74,386

事 業 外 収 益

事 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税引前当期利益

法 人 税 等 合 計

当 期 剰 余 金

当期首繰越剰余金

土地再評価差額金取崩額

当期未処分剰余金

27,600

1,390

100,597

5,067

63,209

42,455

8,554

33,900

94,029

23,484

151,414

　6月23日（土）午後1時より三好市池田総合体育館において「第19回JA阿波みよし通常総代
会」を開催しました。
　総代数 456名（本人出席 266名、書面による出席 190名）の出席をいただき、大黒組合長に
よるあいさつと農業情勢等の説明があり、その後、議長に選任された山下茂氏（三好市井川地
区総代）による議事進行のもと、第19年度事業報告、第20年度事業計画、役員選任等、全11議
案について審議され、すべての議案が原案通り可決承認されました。

第１号議案　第 19年度事業報告及び剰余金処分案承認の件
第２号議案　第 20年度事業計画の策定の件
第３号議案　定款の一部変更の件
第４号議案　監事監査規程の全部変更の件
第５号議案　信用事業規程の一部変更の件
第６号議案　平成 30年産米、麦、大豆、その他農畜産物の売り渡しに関する政府支払金並びに

国の施策に基づき支払われる各種奨励金等の系統農協事務処理要領に基づく申
請、請求、受領並びにその精算、調整、返還に関する事務権限及び復代理人の選任
を阿波みよし農業協同組合代表理事組合長に一括委任することの承認の件

第７号議案　役員の選任の件
第８号議案　退任理事に対する退職慰労金支給の件
第９号議案　退任監事に対する退職慰労金支給の件
第10号議案　理事の報酬に関する件
第11号議案　監事の報酬に関する件
附帯決議　　定款等の変更認可申請等に際し、行政庁から字句等の修正について指示があった

場合には、その処理を理事会に一任する。

JA阿波みよしは平成30年4月1日から
新体制でスタートしています

　当JAでは、次期中期経営計画において、事業の効率的運営と地域密着を目指すため、「自己改革」
の一環として、本年4月に機構改革を実施しました。
　これにより、拠点機能と人員配置にメリハリを付け、戦略的な事業展開により地域特性や利用者
ニーズに合致した高度なサービスの展開に努めてまいります。

●新体制における店舗の名称等

●新体制における本店の機構等
所在地　三好郡東みよし町昼間1812

※経済店舗では、営農指導・販売・購買事業全般を取り扱っ
ています。

※金融店舗では、貯金・年金・為替・貸出金・共済を取り扱っ
ています。

※貯金・共済等に関する外務活動は、各支店のエリア担当外
務員（ライフアドバイザー、金融渉外）にお申し付けくだ
さい。

34
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水
　
稲

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
「
中
期
経
営
計
画
（
Ｈ
28
〜
Ｈ
30
）
」

に
基
づ
い
て
、
自
己
改
革
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
「
儲
け
る
農
業
」
の
実
現

（
１
）産
地
育
成
に
よ
る
農
業
生
産
の
拡
大

◎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
　
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
」
を
設
立
し
、
作
付
面
積
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
移
植
機
を
新
た
に
７
台
追

加
導
入
し
ま
し
た
。
（
合
計
10
台
）

　
　
作
付
面
積
は
平
成
27
年
度
の
13
・
3
ha
か
ら
平
成
29

年
度
末
は
19
・
5
ha
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

◎
菜
の
花

生
産
者
の
出
荷
調
整
作
業
を
大
幅
に
軽
減
で
き
る

「
バ
ラ
詰
出
荷
」
を
推
進
し
、
作
付
面
積
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
は
新
規
生
産
者
が

32
戸
増
え
て
い
ま
す
。

（
２
）ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
通
じ
た
有
利
販
売
の
実
現

◎
平
成
29
年
２
月
に
、
三
野
の
は
れ
ひ
め
が
「
新
と
く
し

ま
特
選
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
栽
培
講
習

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
営
農
指
導
・
有
利
販

売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
３
）安
価
で
高
品
質
な
生
産
資
材
の
供
給

◎
平
成
29
年
度
に
は
一
部
の
生
産
資
材
に
つ
い
て
県
下
11

Ｊ
Ａ
で
共
同
入
札
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
阿
波
み

よ
し
管
内
の
産
地
・
品
目
に
適
し
た
生
産
資
材
に
つ
い

て
積
極
的
に
入
札
参
加
を
行
う
予
定
で
す
。

２ 

担
い
手
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

（
１
）相
談
機
能
の
強
化

◎
三
加
茂
選
果
場
を
は
じ
め
、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
に
営
農

指
導
担
当
者
を
配
置
し
、
営
農
相
談
機
能
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
２
）支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

◎
営
農
部
門
と
金
融
部
門
が
連
携
し
た
農
業
融
資
を
積
極

展
開
し
て
い
ま
す
。
農
業
融
資
の
新
規
実
行
金
額
は
平

成
28
年
度
の
1
，
9
0
0
万
円
か
ら
平
成
29
年
度
は

3
，
3
0
0
万
円
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

◎
子
会
社
の
「
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
み
よ
し
㈱
」
で
は
、
農
作
業

受
託
を
強
化
し
、
特
に
草
刈
作
業
受
託
面
積
は
平
成
27

年
度
の
70 

ha
か
ら
平
成
29
年
度
は
1
3
8
ha
に
増
加
し

ま
し
た
。

３ 

組
合
員
の
要
望
に
応
え
る

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（
１
）利
用
者
満
足
度
の
高
い
店
舗
の
構
築

◎
親
し
み
や
す
く
入
り
や
す
い
店
舗
づ
く
り
、
店
舗
前
道

路
の
清
掃
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
各
支
店
で
は
、
貯
金
窓
口
キ
ャ
ッ
シ
ャ
ー
を
導
入
し
、

窓
口
で
の
貯
金
入
出
金
の
待
ち
時
間
の
短
縮
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
共
済
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
に
よ
る
契

約
手
続
き
を
導
入
し
、
契
約
書
類
の
削
減
に
よ
る
利
用

者
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
ふ
れ
あ
い
産
直
市
で
は
、
Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
に
よ
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
割
引
を
開
始
し
、
利
用
者
の
皆
様
の
利
便

性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
２
）個
別
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
業
務
体
制
の
強
化

◎
各
種
専
門
職
員
を
配
置
し
、
出
向
く
体
制
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
各
種
専
門
職
員
に
は
、
各
業
務
の
研
修
を
行

う
等
、
個
別
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
専
門
力
・
相
談
力

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

４ 

利
用
者
目
線
か
ら
の
新
た
な
事
業
展
開

（
１
）利
用
者
参
加
型
の
事
業
展
開

◎
産
直
市
で
の
「
七
夕
祭
り
」
や
女
性
部
活
動
で
の

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
、
地
域
の
子
ど
も
向

け
の
利
用
者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
２
）そ
の
他

◎
農
業
経
営
事
業
の
子
会
社
移
行
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
期
末
現
在
、
こ
れ
ま
で

Ｊ
Ａ
本
体
で
借
受
け
て
い
た
農
地
の
う
ち
約
16
％
を
子

会
社
で
の
借
受
に
移
行
し
ま
し
た
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
様

に
情
報
提
供
を
行
い
、
経
営
の
透
明
性
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

◎
平
成
30
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
組
合
員
・
利
用

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
国
で

の
集
計
が
完
了
次
第
、
改
め
て
皆
様
に
結
果
を
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
阿
波
み
よ
し
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
「
あ
る
で
な
い
で
Ｊ

Ａ
が
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
様

に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
て
、
引
き
続
き
、
自
己

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
水
管
理

　
出
穂
、
開
花
期
間
中
は
、
最
も
水
が
必
要
な
の

で
や
や
深
め
の
管
理
を
し
て
下
さ
い
。
出
穂
後
は

間
断
灌
漑
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
圃

場
が
乾
燥
し
や
す
い
の
で
、
水
を
絶
や
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
登
熟
期
間
中
に
極
端
な
高
温
が
続
く
場
合
は
か

け
流
し
灌
水
を
行
い
ま
す
。
早
期
落
水
す
る
と
、

高
温
障
害
で
品
質
が
低
下
す
る
の
で
、
落
水
は
で

き
る
限
り
遅
ら
せ
て
下
さ
い
。
落
水
後
も
高
温
乾

燥
が
続
く
場
合
は
収
穫
ま
で
に
走
水
程
度
の
灌
水

を
行
い
ま
す
。

●
収
　
穫

　
熟
し
た
黄
色
籾
が
85
〜
90
％
に
な
る
こ
ろ
が
収

穫
適
期
で
す
。
特
に
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
刈
り
頃
で

す
。
遅
れ
る
と
茶
米
の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

出
穂
前

　
稲
こ
う
じ
病
を
対
象
に
防
除
し
ま
す
。

•
液
剤

　
ド
イ
ツ
ボ
ル
ド
ー

　
適
期
（
出
穂
20
〜
14
日
前
）

•
粒
剤

　
モ
ン
ガ
リ
ッ
ト

　
適
期
（
出
穂
18
〜
14
日
前
）

出
穂
直
前

　
い
も
ち
病
、
紋
枯
れ
病
、
籾
枯
細
菌
病
、
ウ
ン

カ
、
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
、
フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ
（
イ
ネ

ア
オ
ム
シ
）
、
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
（
葉
巻
虫
）
を
対

象
と
し
防
除
し
ま
す
。

•
液
剤

　
ブ
ラ
シ
ン
Ｆ
Ｌ
（
い
も
ち
病
他
）

　
バ
リ
ダ
シ
ン
（
紋
枯
れ
・
籾
枯
細
菌
病
）

　
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ
（
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
他
）

　
ア
ル
バ
リ
ン
顆
水
（
カ
メ
・
ウ
ン
カ
類
）

•
粒
剤
（
出
穂
7
日
前
）

　
イ
モ
チ
エ
ー
ス
ス
タ
ー
ク
ル
、
コ
ラ
ト
ッ
プ
ト

レ
ボ
ン
、
ゴ
ウ
ケ
ツ
モ
ン
ス
タ
ー

出
穂
後
（
穂
揃
い
期
）

　
穂
い
も
ち
病
、
穂
枯
れ
、
ウ
ン
カ
類
、
カ
メ
ム

シ
類
等
を
対
象
に
防
除
し
ま
す
。

•
液
剤

　
ブ
ラ
シ
ン
Ｆ
Ｌ
（
い
も
ち
病
他
）

　
ア
ル
バ
リ
ン
顆
水
（
カ
メ
・
ウ
ン
カ
類
）

　
ブ
ラ
シ
ン
ジ
ョ
ー
カ
ー
（
い
も
ち
病
、

　
　
　
　
　
ウ
ン
カ
類
、
カ
メ
ム
シ
類
他
）

•
粒
剤
他

　
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
・
豆
つ
ぶ

　
（
カ
メ
ム
シ
類
・
ウ
ン
カ
類
他
）

補
足
　
出
穂
…
穂
が
少
し
で
も
覗
い
た
と
き

　
出
穂
期
…
40
〜
50
％
が
出
穂

　
穂
揃
い
期
…
約
90
％
が
出
穂
し
た
と
き

　
　
　
　
　
　
で
出
穂
期
の
2
〜
3
日
後

「
中
期
経
営
計
画
」（
自
己
改
革
）の

　
　
　
　
　
　
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

営 農 情 報

水
　
稲

県産農畜産物PR車両（高速バス）が運行されます

　JA共済ではJAグループの自己改革とJA大会決議の完
遂をめざす取組みの一環として、地域・農業活性化積立
金を活用し「くらし」や「営農」への貢献による地域活
性化を図り、事業基盤の強化を目指しています。
　JA共済連徳島県本部では、当積立金を活用し、農畜産
物をラッピングした高速バスを運行することにより、県
内外の消費者に県産農畜産物をPRし、地域農業の活性化
につなげて参ります。

　運行バス会社　徳島バス
　　　　　　　　（京阪神方面高速バス エディ号）
　契約運行期間　平成30年8月1日から
  　　　　　　　　　　　12月31日まで
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遊休資産の売却について
当JAでは、下記物件の売却処分を計画していますのでお知らせします。

1.  売却物件

2.  売却条件
◎ 登記面積とし、現況の姿での売却となります。
　 なお、分割での売却はいたしません。
◎ 不動産業者の仲介手数料及び所有権移転に伴う費用等は買受者負担になります。

3.  申込方法その他
　本店に備え付けの「買受申込書」にて、本店へお申込み下さい。
　なお、詳細は下記問い合わせ先までお問い合わせ下さい。

4.  問い合わせ先
経営管理部総務課　　電話番号 79-3121




